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1. 2009 年 北先生との出会い  
2007 年の春、湯浅俊彦先生が私の勤務する
大学図書館を訪ねてきてくださった。「日本
と『チャタレー夫人の恋人』稀覯本・発禁本
等展示会」を見に来られたとのことだったが、
そこで大阪市立大学で博士号を取られ、この
春から夙川学院短期大学の准教授になられ
たことをお聞きしたのだった。 
その当時の私はといえば、長い図書館勤めで
初めて整理業務から閲覧業務に配属された
ばかりで、学生からの質問にろくに答えられ
ず、自分の不勉強をひしひしと感じていたと
ころで、湯浅先生のお話しをお聞きして、思
わず「私も勉強がしたい」と叫んでいた。 
その次の日、湯浅先生は、「いやー、自分が
載ってるもんでね」と言いながら大阪市立大
学大学院の入学案内を持ってきてくださっ
た。さっそく読んでみたが、私の苦手なコン
ピュータが主のようで、とても私には行けそ
うにないと落胆した。 
それでも、それから約 2 年以上悩んだ末、
やはりどうしても勉強したい、と思い悩み、
思い詰めて自分の気持ちを手紙に書いて湯
浅先生にお送りした。 
そうしたらすぐにメールで「私の指導教員の
北克一先生に御紹介しますので、日程調整を
しましょう。」といううれしいお返事をいた
だいた。そして 2009 年 7 月７日に梅田キャ
ンパスの談話室で初めて北先生にお会いし
たのである。 
湯浅先生が私のことを紹介してくださった。
北先生は私に「それで何がしたいの？」と聞
かれた。私は以前から他大学の人に誘われて
古典籍の勉強会に参加していたので、和紙を
勉強したい、と答えた。そうすると「和紙は
書誌学だ。・・、もし和紙をやるなら過去の
歴史を・・・。他にやりたいことはないの？」
と聞かれた。他にやりたいことは今の仕事に
かかわること、「大学図書館における 情報
リテラシー教育」とお答えした。それが入学
のきっかけとなったのである。北先生のお話
を聞いていていつも不思議に思うことは、ど
んな分野の話を振られてもすらすらと返答
が返ってくることだ。初めて北先生にお会い
したときもそうだった。そしてゆっくりと、
とてもわかりやすく説明してくださる。私は
先生の知識の豊富さとお話に魅せられて、こ
の方に教えていただきたい、と強く思ったの
だった。 
無事大阪市立大学大学院に入学したある日、
どうしてそんなに何もかもに答えられるの
か不思議で先生にお尋ねしたら、頭の中に 3
万冊の本が入っていて必要なページがさっ
と開き、デジタルで見られるのだ、とおっし
ゃった。私もそんな風になりたいと今も思っ
ている。 
ちなみに 2012 年度には、先生の頭の中の本
棚は 1 万冊増えて 4 万冊が所蔵されている
ようだ。まさにデジタルライブラリーである。 
 
2. 兵庫県大学図書館協議会研究会での北
先生 
修士課程 2 年目の 2011 年 10 月 6 日、私の
勤務校で平成 23 年度兵庫県大学図書館協議
会研究会が開催された。北先生には無理をお
願いして講師を引き受けていただくことに
なった。 
以下は当日のレジュメからの抜粋である。 
 
「大学図書館における情報リテラシー教育
への参画」 
０．はじめに 
 
†大阪市立大学大学院創造都市研究科博士課程 
  
0.1 情報環境の激変 
情報のデジタル化への収束；Everything on 
IP 
  情報のネットワーク流通 
教育・研究環境の大きな変化 
インターネット･検索エンジン以前/以降： 
人の情報探索行動の変容 
    
0.2 大学教育の変容 
 4 年制大学への進学率：2009 年に 50%を
超える。 
   大学の大衆化 → 大学のユニバー
サル化 
   
0.3 「大学図書館の整備について(審議のま
とめ)―変革する大学にあって求められる大
学図書館像―」 
 
１．大学図書館の利用者教育と情報リテラシ
ー授業への参画―レビュー論文を参考にー 
大学とその附置図書館「立ち位置」と今後の
展開方向を、過去の数十年間の図書館の実践
報告、研究発表などの文献調査、分析を通じ
て探り、今後の課題と展望を考える。 
 
２．情報利活用教育―前史・継続そして関連
も含めての 3 つの類型― 
・図書館活用法，情報探索法，etc. 
・情報咀嚼法，情報表現法，etc. 
・情報基礎，情報処理入門，etc.  
 
３．図書館と計算センターの“統合”，“融
合？”，“離婚”，“研究開発室設置” 
大学とその附置図書館「立ち位置」と今後の
展開方向を、過去の数十年間の図書館の実践
報告、研究発表などの文献調査、分析を通じ
て探り、今後の課題と展望を考える。 
 
４．滞在場所としての“図書館”から，ラー
ニング･コモンズへの関心・提案へ 
  ・図書館活用法，情報探索法，etc. 
・情報咀嚼法，情報表現法，etc. 
・情報基礎，情報処理入門，etc.  
３．図書館と計算センターの“統合”，“融
合？”，“離婚”，“研究開発室設置” 
  組織再編の「意図」、時代に「背中」を
押された？ 
  累々たる「組織残骸？」  なぜ？ 
  研究開発室の現状。実態は？ 
  
４．滞在場所としての“図書館”から，ラー
ニング･コモンズへの関心・提案へ 
   
５．学術機関リポジトリ(IR: Institutional 
Repository) 
   
６．情報リテラシー教育と大学図書館の今後
の課題、展望 
6.1 大学；建学の精神、ミッション(使命)、
戦略、経営計画 
6.2 大学図書館のミッション(使命)、戦略、
経営計画   
6.3 大学図書館経営と図書館専門職 
6.4 大学図書館の利用者教育の課題 
 
７．さいごに 
 余談；あなたの給与、待遇は専任職員以外
の方の｢仕事ぶり｣と比して正当と胸をはれ
ますか？ 
 
 
 約 70 分間の講演は、知的な刺激、示唆に
富むものだった。その日のアンケートでも、
今まで聞いた講演で一番興味深かった、とい
う意見があったほどである。しかし、私（だ
けではなく、何人かの図書館員）にとって、
ドキッときて冷や汗が出る箇所もあった。レ
ジュメの最後に「余談」として語られたつぎ
の一言に、である。 
 
余談；あなたの給与、待遇は専任職員以外の
方の｢仕事ぶり｣と比して正当と胸をはれま
すか？ 
 
この講演会には、北ゼミ関係者が 4 人参加
してくださった。協議会終了後の打ち上げで、
  
本学図書館の館長であった H 教授が、教え
子に囲まれている北先生に「羨ましい。どう
してそういう関係を築けるのですか？」と質
問されたのがとても印象に残っている。   
 
3. 修士論文執筆 イバラの道での北先生
の叱咤激励 
 
前項の兵庫県大学図書館協議会研究会の御
講演は、私の修士論文のテーマにリンクして
おり、先生に「これはあなたの修論のスケル
トンですよ」と言われたが、まさにその通り
になった。 
「大学図書館における情報リテラシー教育
の変遷と課題―リベラル・アーツ系(リベラ
ル・アーツを理念とする)私立大学と図書館
の将来像」と題した私の修士論文は、北先生
が示して下さった「大学図書館における情報
リテラシー教育への参画」の歴史と現状認識
そして将来への展望を、特にリベラル・アー
ツ教育をミッションに掲げる私立大学とそ
の図書館という場面で、各論的に展開して行
くはずだったのだが、出来上がった修論は、
当初の目的としたものの周縁を、たどたどし
く伝い歩きするだけに終ってしまった。 
とまれ、この論文では、結論としていくつか
の提言を掲げている。特にライブラリアンが、
大学教育にも参画していくという強い使命
感を持つべきことを強調している。「1 コマ
授業から成績評価を含む数コマ授業へ、学習
支援型教育を内実のあるものにするために、
さらに関与を深めて行くべきである。」とす
る部分は、北先生の所論に従うものであり、
さらにライブラリアンに関するものとして、
この論文の結語にはつぎのようにも記して
いる。これは北先生のご指導のなかにあって、
特に私が感銘を受けた先生のいくつかの言
葉をちりばめたものでもあり、本来的な意味
でのライブラリアンたり得たい自分への戒
めも込めて、少し長くなるが、引用させてい
ただく。 
「図書館員自身が生涯学習時代において、自
己研鑽を積み重ねていく努力も求められる。
(中略 ) ライブラリアンのネットワークを
広げ、目線を高くかつアヒルの水かきを怠ら
ないこと、こうした自己研鑽を自分の糧とし
ていきたい。ネットワーク環境の充実は、コ
ラボレーションの機会を日々に広げている
のだから。ガリ版刷の資料を交換しあい、研
究を進めた先人達に比してはるかにめぐま
れた環境をよりよく活用できるかは個々人
の努力に負うところである。感謝の中で、前
に歩んでいきたい。 
われわれは今、海図のない世界に向かってい
る。その航海は平穏無事とは行かないのかも
しれない。しかし図書館が大学という船団の
一部であるならば、その大学の目指す方向
(ミッション )に向かっていけるよう最善を
尽くすことで展望が開けるのではないだろ
うか。」 
ご覧いただいたとおりの内容の拙さにもか
かわらず、そこに至り着くまで、イバラの道
での立ち往生や逆もどりを繰り返し、何度も
う投げ出そうと思ったことか。そんなとき、
北ゼミＦ先輩の「とにかく最後まであきらめ
ないで。何があってもどんなに気持ちが追い
つめられても最終日の最後の最後でいいか
ら提出してください。」というアドバイスを
かみしめて、そのとおり、最終日の受付終了
15 分前に修士論文を提出したのだった。 
北先生からも、当然ながら、何度も厳しい「追
及」があった。 
ひどい中間レポートを提出したりすると、何
も返事が返ってこない。死にものぐるいで頑
張って次のものを提出すると初めて、細かに
朱を入れて返してくださる。学生の個性と心
理を見抜いておられるご指導にはいつも頭
が下がる。 
北先生は本当の「先生」なのだと思う。 
かくして何日も悩み、仕事も休むわけには行
かないなかでの徹夜・半徹夜の果てに、何と
か書きあげて先生にお送りした翌日、お会い
した先生の開口一番は「あなたはうまくごま
かしたね。」だった。その言葉に苦笑いしつ
つも、何とか卒業できるかもしれない、とほ
っと胸をなでおろしたのであった。 
  
 
修論執筆の余韻もさめないまま、博士課程に
入学を許されて第 1 回の研究指導の場では、
先生から、博士論文とは世界一の論文を書く
ことであって、「これからは修羅の道ですよ」
と言われたのが、深く心に刻まれている。 
こんどは、「リベラル・アーツ」をキーワー
ドとして、修士論文とは違い情報リテラシー
教育という側面からではなく、図書館史の側
面から図書館の母体である大学を見て行き
たいと考えている。 
 
北先生はいつも、「自分の頭の中に Libra ry
を作りなさい」とおっしゃいます。いつか私
の Library が充実し、「修羅の道」にも耐え
られるものになることを切に願いつつ、北先
生のご指導のもと、一生涯研究を続けて行き
たいと思っております。 
 
 
 
 
 
